
農林水産省は、農業、畜産業、林業、水産業をはじめ、

食糧の安全で安定した供給、農村の振興などを所管

している。知的財産課は、その担当業務のひとつで

ある、植物版特許と言われる「種苗法」に関わる各種

出願の審査、登録に対応し、植物新品種の育成者

の権利を保護する役割を担っている。 

●農林水産大臣／石破 茂 

●東京都千代田区霞が関1-2-1 

http://www.maff.go.jp/

農林水産省 

  　
新
品
種
の
品
種
登
録
出
願
に
対
す
る
審

査
は
、農
林
水
産
省
知
的
財
産
課
の
主
要

な
業
務
の
ひ
と
つ
で
あ
る
が
、政
府
に
よ
る

知
的
財
産
戦
略
が
進
む
中
、こ
れ
ま
で
審
査

に
平
均
約
３.２
年
か
か
っ
て
い
た
植
物
新
品
種

の
出
願
か
ら
登
録
ま
で
の
期
間
を
、２.５
年
に

短
縮
す
る
重
要
課
題
を
抱
え
て
い
た
。
 

　
審
査
の
手
続
き
は
、農
業
関
係
者
や
種
苗

業
者
か
ら
の
出
願
書
類
の
申
請
に
よ
っ
て
開

始
さ
れ
る
が
、そ
の
後
の
栽
培
試
験
な
ど
の
審

査
の
手
続
き
を
経
て
、新
た
な
品
種
と
し
て

登
録
さ
れ
る
ま
で
に
は
、数
年
を
要
す
る
ケ
ー

ス
も
あ
る
。
そ
の
間
の
情
報
管
理
は
基
本
的

に
手
作
業
と
紙
ベ
ー
ス
で
行
わ
れ
て
い
て
、作

業
が
煩
雑
に
な
り
が
ち
な
上
、審
査
の
進
捗

状
況
を
掴
み
に
く
い
と
い
う
問
題
が
あ
っ
た
。
 

　
審
査
工
程
の
中
に
は
、農
作
物
を
実
際
に

育
て
る
栽
培
試
験
な
ど
短
縮
で
き
な
い
手

続
き
も
あ
る
が
、そ
れ
以
外
の
事
務
手
続
き

に
つ
い
て
は
、紙
ベ
ー
ス
か
ら
電
子
ド
キ
ュ
メ
ン

ト
へ
、ま
た
手
作
業
か
ら
統
合
さ
れ
た
シ
ス

テ
ム
へ
と
切
り
替
え
る
こ
と
で
、期
間
を
短

縮
で
き
る
余
地
が
あ
る
と
判
断
。
シ
ス
テ
ム

化
が
決
定
し
た
。
 

   　
知
的
財
産
課
で
は
イ
ン
テ
ッ
ク
の
提
案
を

採
用
し
、ド
キ
ュ
メ
ン
ト
の
電
子
化
と
、業
務
フ

ロ
ー
を
管
理
す
る
た
め
の
シ
ス
テ
ム（
V
I
P
S
）

を
構
築
し
た
。
 

　
V
I
P
S
で
は
、審
査
工
程
の
ワ
ー
ク
フ
ロ
ー

管
理
や
出
願
書
類
の
電
子
文
書
管
理
を
実
現

す
る
た
め
に
、Microsoft O

ffice S
hareP

oint 

S
erver

とB
izTalk S

erver

を
、ま
た
各
種

デ
ー
タ
を
管
理
す
る
た
め
にS

Q
L S
erver

を
活
用
し
て
い
る
。（
図
参
照
） 

　
シ
ス
テ
ム
を
利
用
す
る
審
査
官
は
、各
出
願

に
関
す
る
最
新
の
状
況
や
自
分
が
担
当
す
る

業
務
を
瞬
時
に
確
認
で
き
る
。ま
た
、知
的
財

産
課
、種
苗
管
理
セ
ン
タ
ー
、そ
し
て
農
場
の

各
担
当
者
は
、こ
れ
ま
で
紙
ベ
ー
ス
で
送
ら
れ

て
い
た
各
種
出
願
書
類
を
、W
e
b
画
面
か
ら

必
要
に
応
じ
て
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
 

  　
V
I
P
S
の
導
入
効
果
と
し
て
、
最
初
に

審
査
状
況
を
把
握
で
き
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
げ
ら

れ
る
。
情
報
の
共
有
化
を
促
進
し
、進
行
中
の

審
査
の
件
数
や
遅
れ
が
あ
る
か
ど
う
か
な
ど

出
願
状
況
を
即
時
に
掴
み
、対
応
す
べ
き
業

務
を
審
査
官
が
明
確
に
把
握
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
。
 

　
ま
た
、ワ
ー
ク
フ
ロ
ー
機
能
に
よ
り
、各
担
当

者
は
V
I
P
S
画
面
か
ら
自
分
の
名
前
で
検

索
し
た
結
果
に
従
う
だ
け
で
、業
務
フ
ロ
ー
に

沿
っ
た
作
業
手
順
を
遂
行
す
る
こ
と
が
可
能

と
な
っ
た
。
各
審
査
段
階
で
自
分
が
処
理
し

た
書
類
を
次
に
誰
に
渡
す
か
な
ど
煩
雑
な

業
務
手
順
を
考
え
な
く
て
も
済
み
、審
査
業

務
に
よ
り
集
中
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。こ
の

よ
う
に
、審
査
状
況
の
把
握
と
ワ
ー
ク
フ
ロ
ー

機
能
の
実
現
に
よ
っ
て
、審
査
工
程
の
停
止

や
遅
れ
を
最
小
限
に
抑
え
、全
体
の
作
業
期

間
を
短
縮
し
た
の
で
あ
る
。 

  

　
一
方
、経
費
削
減
と
い
う
面
で
も
、V
I
P
S

は
大
き
な
効
果
を
あ
げ
て
い
る
。こ
れ
ま
で

出
願
資
料
は
、正
本
1
部
を
知
的
財
産
課

に
保
管
、副
本
を
審
査
官
や
種
苗
管
理
セ
ン

タ
ー
に
送
る
と
い
う
紙
べ
ー
ス
で
の
運
用
だ
っ

た
が
、今
回
の
シ
ス
テ
ム
化
で
シ
ス
テ
ム
上
か

ら
P
D
F
と
し
て
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
。こ
れ
に
よ
り
、コ
ピ
ー
や
郵
送

費
用
が
不
要
と
な
り
、資
料
の
受
け
渡
し
の

作
業
が
軽
減
し
た
だ
け
で
な
く
、資
料
を
探

す
職
員
の
手
間
も
大
幅
に
減
っ
た
。
担
当
者

は
、こ
の
よ
う
な
単
純
事
務
作
業
か
ら
解
放

さ
れ
る
こ
と
で
、よ
り
付
加
価
値
の
高
い
業

務
に
時
間
を
割
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
の
で
あ
る
。 

　
今
後
は
、ま
だ
利
用
の
少
な
い
電
子
出
願

を
推
進
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、さ
ら
な
る
業

務
の
効
率
化
や
ス
ピ
ー
ド
化
を
図
り
、審
査

期
間
の
短
縮
と
と
も
に
育
成
者
権
保
護
体

制
の
確
立
を
目
指
す
。 

 

審
査
期
間
の
短
縮
に
向
け
て
 

審
査
官
は
担
当
業
務
を
 

瞬
時
に
確
認
で
き
る
 

審
査
全
体
の
進
捗
状
況
を
常
に
把
握
 

コ
ス
ト
削
減
や
作
業
の
効
率
化
も
実
現
 

知的財産課 種苗管理センター 農　場 

●関連情報データの管理 

SQL Server

BizTalk Server

●審査手続きの管理 
　（状態の管理） 

●各手続きに必要となる情報 

Office SharePoint
Server
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図：業務フローを管理するためのシステム（VIPS） 

※栽培試験：農林水産省からの通知に基づき、（独）種苗管理センターが、出願者から提出された登録出願品種を農場等で実際に栽培し、その新規性や均一性を確認する試験 

※
 

ドキュメントの電子化と 
ワークフロー機能によって 
審査期間の大幅な短縮とコストを削減 
 

わが社の一手 I T 戦 略  

“植物版特許”の迅速化、効率化を実現 

農林水産省 知的財産課では、品種登録迅速化総合電子化システム（Variety registration data 

Integrated Portal System：以下VIPS）を構築した。これは「種苗法」に基づき、植物新品種の登録

と育成者の権利を管理する業務を迅速にするのが狙いで、品種登録業務の効率化などを図っている。 

 

農林水産省　生産局 知的財産課 種苗審査室 審査官　宮本 英彦氏 

これまで紙ベースの手作業中心だった品種登録業務が、VIPSの構築によって審査状況や各審査官の担当業務

の把握が容易に行えるようになり、スムーズに進行するようになりました。今後は、電子出願を推進することによって、

さらなる業務効率化とスピード化の実現を目指しています。欧州では、１回の新品種の出願で、自国だけでなく複数

国にわたる権利保護が可能ですが、アジアではまだこのような制度が確立されていません。日本で開発された新品

種が、海外で無断栽培され、逆輸入されるという事件も発生しています。今後、VIPSがアジア全体の品種保護

制度の中核システムに育ち、日本がこの分野でのアジアのリーダーという位置付けになれればと願っています。 

 


